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平成 24 年 10 月 10 日 

校長  稲垣  達也 

さいたま市立本太小学校教頭 豊島登 

健康観察で、 「元気」発 見  
 
朝の健康観察は、ゴールデンタイム 
 
１人の担任が４０名近くの子をきめ細やかに見るということは、実際問題難しい。けれど、毎

日、必ず、一人の子どもと向き合える時間があるのです。 

 それは、朝の健康観察。始業前のちょっとした時間。全員と関われるほんの数分のゴールデン

タイムです。 

「○○さん」「はい、元気です」というのが一般的でしょうか。ここで疑問。「はい、元気です」

と言った子どもは、本当に元気なのでしょうか。一言で元気と言っても、元気度のレベルは様々

だし、元気なわけもそれぞれ違うはずです。健康観察は、もっとていねいにやってもよいのでは

ないでしょうか。 

あるとき、こんなやり方を試してみました。子どもたちは、今日の健康状態を１から１０まで

の数字で示します（１０が元気度ＭＡＸ）。そして、その数字にした理由を簡単に説明するので

す。 

「１０です。朝ごはんもしっかり食べて、もりもり元気だからです」。「３です。きのうの夜か

ら、ずっとのどか痛いからです」。これは、ダニエル・ゴールマン「ＥＱこころの知能指数」の

やり方を真似たものですが、子どもたちは自分の体と対話して、しっかりと語ってくれました。

子どもなのだからいつも元気、そんな単純なことではないことを教えてもらいました。 

 

一瞬のコミュニケーションも毎日続けることで 
 
健康観察は、一人につき数秒という一瞬のコミュニケーション。子どもの声に耳を傾け、表情

を見る。これだけで、子どもたちから多くの情報を得ることができるのです。期待に胸ふくらま

せて登校する日もあれば、不安でたまらない日もあるかもしれません。 

「８です。元気だけど、算数のテストがちょっと不安だからです」。「１０です。きょうの体育

の授業がとっても楽しみだからです」。「５です。ちょっと友達とけんかして、もやもやした気分

だからです」。子どもは、その時々の気分に左右されやすいものです。不安のあまりにお腹が痛

くなってしまうことだってあるのですから。健康状態は、体だけではく、心の状態が大きく関わ

っているのです。 

その子が語る言葉には、その子らしさも見え隠れします。健康観察は、児童理解にも役立つも

のなのだと、私は考えています。 
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【ダニエル・ゴールマン】 

カリフォルニア州ストックトンに生まれる。ハーバード大学大学院にて心理学の博士号
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